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１．はじめに 

PCB は「PCB 廃棄物の適正な処理の推進に関する特

別措置法」が 2001 年 7 月に施行され，PCB 廃棄物の適

正な処理が推進され始めているが，PCB を含む廃棄物

の保管量に対して，処理能力が及んでいないのが現状

である．また，PCB を使用していないとされる変圧器

等に微量の PCB が混入している可能性が 2000 年 7 月

に明らかとなり，その濃度は社団法人日本電気工業会

最終報告書（2003 年 11 月）によれば，99%以上が

5mg/kg(ppm)以下という低濃度であることが明らかと

なっている．このような背景を受け，測定すべき試料

数が膨大であることから，低濃度レベルまでの PCB 迅

速定量が必要とされている． 
 測定の迅速化の手段として，①HRMS に比べて稼動

効率が良いイオントラップ型 MS/MS を採用，②試料

中の PCB 主要化合物のみを測定し，全 PCB 濃度への

規格化，による方法が PCB 迅速定量法として有用であ

ることを確認している 1）2）．本法を用いる上で，主要

化合物の選択が重要となってくるが，絶縁油試料の場

合カネクロールなどのPCB製品が含まれていることか

ら，それの異性体組成と比較し，検討を行なった．ま

た測定時間が 30 分以内，かつ 1injection で測定できる

ような GC 条件を検討し測定条件としてきたが，さら

に迅速な定量ができるかを検討したので報告する． 
 

２．方法 
 試料は柱上トランス中の絶縁油 6 検体を用い，平成

4 年厚生省告示第 192 号別表第 2 に従って DMSO 抽出

による前処理及び HRGC/HRMS による測定を行った．

HRGC/HRMSによる測定では全PCB化合物濃度を定量

し，個々の PCB 化合物の全 PCB 濃度に占める割合を

求めた． 
GC/イオントラップ型 MS/MS（3800GC/SATURN 

2200MS，VARIAN社製）ではGCカラムとしてRH-12ms
（INVENTX）を用い，カラム長さや昇温条件を変更し，

同試料を測定した． 
 

３．結果 
 柱上トランス中の絶縁油試料の異性体組成と本試料

に含まれているとされている KC-500 の異性体組成 3）

を図 1 に示す．両者を比較すると主要化合物は類似し

ていたが，KC-500 では存在割合の低い#180 が絶縁油

試料には含まれているなど，若干異なる組成を示した．

また，これら主要化合物と全 PCB 濃度の相関 3 例を図

-2 に示す．KC-500 に含まれていなかった#180 もよい

相関が得られ，この結果から，使用されていた PCB 製

品から主要化合物を決定するよりも，試料の種類によ

って化合物の種類を決定した方がよいと考えられる． 
GC 条件については，市販のカラム長さ（60m）で測

定を行った場合（条件-1），全 PCB の中で最後に溶出

する DeCB の溶出時間が 25～30 分である．この測定時

間をさらに短縮可能であるか，カラム長さ及び昇温条

件を検討した結果（条件-2），測定時間を 20 分以下に

まで短縮できる結果が得られた．今後さらに短縮可能

か，GC カラムの長さやカラムの種類について検討す

る予定である． 
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図-1 絶縁油及び KC-500 中の主要化合物．
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図-2 絶縁油試料中の PCB 主要化合物と 

全 PCB 濃度との相関． 

（ a) : #101, b) : #132 , c) : #180 ） 
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図-3 GC 条件の違いによる PeCBs の

クロマトグラム一例． 
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